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１．概要（Summary） 

ダイヤモンド中の NVセンタを用いた量子センサの高

感度化にはスピン操作に必要なアンテナが重要である。 

本試作ではマスクレス露光装置を用いてリフトオフするた

めのレジストのパターン制作を行った。 

試作いただいたアンテナのパターンは、設計に対して

±2 µm程度のできで、ダイヤモンド量子センサのスピン操

作に必要な性能を達成できるアンテナになると予測でき

る。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置 

【実験方法】 

マイクロ波の導波路をリフトオフ法で作製するためマス

クレス露光装置を使用する。 

① スライドガラスの基板上にポジティブ型のレジストを

コーティングする。 

② 導波路のパターンをマスクレス露光装置で露光し、

現像する。 

③  

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1は本実験でマスクレス露光を行うためにAutocad

設計したアンテナのパターンである。 

 

 

Fig.1 The waveguide pattern drawn with Autocad 

 

 

Fig.2 Microscopic image of the fabricated 

waveguide pattern 

 

露光・現像後の基板を光学顕微鏡で観察を行った結果、

Fig. 2に示すように設計通りレジストパターンが形成できて

いることを確認できた。次に金属を蒸着してアンテナを作

製する。 
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